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　生活習慣病は、日常生活の悪習慣が原因で発症します。

　また、自覚症状が出にくいことから、気づかずに取り返

しのつかない状況にまで進行することが多い病気です。

　生活習慣病予防には健診による早期発見と生活改善がた

いへん重要です。国民健康保険に加入している４０歳以上の

方で、今年まだ健診を受けていない方は、ここでご案内す

る特定健診を必ず受診しましょう。

国民健康保険加入者の皆さん国民健康保険加入者の皆さんへへ

特定健診特定健診をを受診受診しましょう!しましょう!!!
※国民健康保険以外の医療保険に加入している方は、それぞれの医療保険者（社※国民健康保険以外の医療保険に加入している方は、それぞれの医療保険者（社会会

保険や健康保険組合など）からの通知にしたがって健診を受診してください保険や健康保険組合など）からの通知にしたがって健診を受診してください。。

申込締切日：８月実施分～７月１５日（水）、９月実施分～８月１４日（金）、１０月実施分～９月１５日（火）

申し込み・問い合わせ　保健介護グループ（緯４２～３２１３）

※非課税～市民税非課税世帯の方で、問診票と同時に送付する検診料減額申告書を提出した方。

検査内容料　金健診の区分と対象者

身体計測（身長・体重・腹囲）、

血圧測定、尿検査（蛋白・糖）、

血液検査（脂質・血糖・肝機能

・貧血・腎機能・痛風）、心電

図検査、生活機能評価（６５歳以

上）、診察

１，０００円

国保の特定健診

４０歳から７４歳の国保加入者

※平成２２年３月３１日までに４０歳になる方も対象です。

※現在国保に加入されていても、国保の取得日が本

年４月２日以降の方は対象になりません。健康保

険証をご確認ください。

国保の特定健診を受診する方は、同時に次の検査を受けることができます。

胸部レントゲン撮影一般 ５００円

非課税（※） ２００円

結核検診

６５歳以上の方（希望者のみ）

血液検査
無　料

エキノコックス症検診

平成１７年以降この検査を受けていない方

血液検査一般 ８００円

非課税（※） ２００円

肝炎ウイルス検診

過去にこの検査を受けたことがない方

■健診別の対象者・料金・検査内容

受付時間等日　　　程

①１３：００～１５：３０

（定員４人）

※以下水曜日のみ

②１７：００～１８：００

（定員２人）

４峨、５我、６牙
１１峨、１２我、１３牙
１８峨、１９我、２０牙

８月

１峨、２我、３牙
８峨、９我、１０牙
１５峨、１６我、１７牙

９月

６峨、７我、８牙
１３峨、１４我、１５牙
２０峨、２１我、２２牙

１０月

■健診会場・日時・定員

▼歌志内市立病院

受付時間等日　　　程

①９：３０～９：４０

②１０：００～１０：１０

③１０：３０～１０：４０

④１１：００～１１：１０

※以下火曜日のみ

⑤１７：３０～１７：４０

⑥１８：００～１８：１０

※定員は各１人（相

談に応じます）

３俄、４峨、５我、６牙、７画
１０俄、　　 １２我、１３牙、１４画
１７俄、１８峨、１９我、２０牙、２１画

８月

　　 １峨、２我、３牙、４画
７俄、　　 ９我、１０牙、１１画
１４俄、１５峨、１６我、１７牙、１８画

９月

５俄、６峨、７我、８牙、９画
　　　　　１４我、１５牙、１６画
１９俄、２０峨、２１我、２２牙、２３画

１０月

▼勤医協神威診療所
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　本年１０月から、市道民税の年金からの引き去

り（特別徴収）が始まります。

　特別徴収の対象となる方には、後日通知書を

送付します。

　対象者や納税方法の詳細については、次のと

おりです。 〈税務グループ緯４２～３２１４〉

■年金から特別徴収される税額

　年金から特別徴収される税額は、公的年金に

かかる分のみです。

　公的年金以外の収入（給与所得、不動産所得

など）がある場合、その分の税額は口座振替や

納付書による普通徴収、または給与からの特別

徴収で納めていただきます。

■納税方法

　これまでは、６月・８月・１０月・１月の４期

に分け、年税額の４分の１ずつの金額を口座振

替または納付書で納めていただきました。

　今年度は、６月・８月についてはこれまで同

様４分の１ずつを口座振替または納付書により

納めていただき、それ以降は１０月・１２月・２月

の年金から、年税額の６分の１ずつを引き去り

（特別徴収）により納めていただきます（下の例

を参照ください）。

【例】年税額が６万円の場合の、納付方法の比較

○昨年度までの納め方

１　月１０　月８　月６　月月

１５，０００円１５，０００円１５，０００円１５，０００円税　　額

各期年税額の４分の１算出方法

口座振替または納付書（普通徴収）納税方法

○今年度の納め方

２　月１２　月１０　月８　月６　月月

１０，０００円１０，０００円１０，０００円１５，０００円１５，０００円税　　額

各月年税額の６分の１各期年税額の４分の１算出方法

年金から引き去り（特別徴収）
口座振替または納付書

（普通徴収）
納税方法

※平成２２年度以降は、仮徴収が行われるため算出方法が若干異なります。

■対象者

　４月１日現在６５歳以上で、１月１日以降引き

続き市内に住所を有する方（今年度は昭和１９年

４月２日以前生まれの方）。　

※公的年金の年額が１８万円未満の方や、公的年

金にかかる市道民税額が年金の年額を超える

方は対象となりません。

■実施時期

　平成２１年１０月支給分の年金から始まります。



66平平成成２２１１年年６６月月号号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
 亀
  谷
  三
  男
 氏
が
３
月
　
日
に
亡

か
め
 
や
 
み
つ
 
お

１８

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に

 本
  郷
  良
  一
 氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

ほ
ん
 ご
う
 よ
し
 か
ず

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

た
。

い
、
市
民
税
に
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
を
設
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
関
係
条
文
を
整
備
し
ま

し
た
。

■
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
介
護
納
付
金
分
の
課
税
限
度

額
を
１
万
円
引
き
上
げ
　
万
円
と

１０

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
総
合
通
信
局
（
札
幌
市

北
区
北
８
条
西
２
丁
目
札
幌
第
１

合
同
庁
舎
）
へ
。

▼
電
話
番
号

陰
不
法
無
線
局
、
通
信
・
妨
害
、

電
波
の
安
全
性
（
緯
０
１
１
～

７
３
７
～
０
０
９
９
）

隠
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

（
緯
０
１
１
～
７
３
７
～
０
０

３
３
）

韻
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
相
談
（
緯
０
１
１
～
７
０

９
～
３
９
５
６
）

吋
電
波
利
用
料
に
関
す
る
こ
と

（
緯
０
１
１
～
７
０
９
～
６
０

０
０
）

右
そ
の
他
行
政
相
談
に
関
す
る
こ

と
（
緯
０
１
１
～
７
０
９
～
３

５
５
０
）

▼
受
付
時
間
　
電
話
受
付
は
８
時

　
分
～
　

時
、　

時
～
　

時

３０

１２

１３

１７

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
　s

o
u
d
a
n
-h
o
k
k
a
id
o
@

s
o
u
m
u
.g
o
.jp

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/
/
w

w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.jp
/
s
o
u
t

s
u
/
h
o
k
k
a
id
o
/

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

可
決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

〈
任
期
は
本
年
　
月
　
日
ま
で
〉

１２

１３

■
市
内
文
珠
１
０
３
７
番
地
　５１

 

 本
  郷
  良
  一
 氏
（
　
歳
）

ほ
ん
 ご
う
 よ
し
 か
ず
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▼
確
定
申
告
や
寄
附
金
控
除
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル

ー
プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
４
）

▼
寄
附
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
　
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
（
緯

４
２
～
３
２
１
２
）

※
歌
志
内
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

金額件数事業の項目

０円0件地域コミュニティの推進に関する事業

１０３万円3件
子育て支援及び教育・文化とスポーツ

の振興に関する事業

５万円1件地域の活性化に関する事業

２３万５千円6件
その他、地域振興のため市長が必要と

認める事業

１３１万５千円１０件計

　
平
成
　
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
「
歌
志
内
市
ふ
る
さ
と
応

２０

援
寄
附
金
」
の
実
績
は
、
下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
附
金
は
、
歌
志
内
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、
平
成

　
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２１ 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
１
２
〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

■平成２０年度　ふるさと応援寄附金事業別集計表

　
携
帯
電
話
や
消
防
救
急
無
線
な
ど
、
電
波
の
利
用
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
違
法
な
外
国
規
格
の

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
が
購
入
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
重
要
な
無
線
通
信

を
妨
害
す
る
事
例
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
電
波
利
用
環
境
保
護
の
た
い
せ
つ
さ
を
訴
え
る
た
め
、

６
月
１
日
の
電
波
の
日
か
ら
　
日
間
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

１０

発
強
化
期
間
」
と
定
め
て
、
全
国
的
な
周
知
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。 

〈
北
海
道
総
合
通
信
局
〉

６
月
１
日
は
 
電
波
の
日

電
波
利
用
に
関
す
る

 

問
い
合
わ
せ
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■
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
生

１６

ま
れ
た
方
（
請
求
は
年
単
位
）

▽
繰
上
げ
受
給
時
の
減
額
率

▽
繰
下
げ
受
給
時
の
増
額
率

■
昭
和
　
年
4
月
2
日
以
降
に
生

１６

ま
れ
た
方
（
請
求
は
月
単
位
）

▽
繰
上
げ
受
給
時
の
減
額
率

　
繰
上
げ
請
求
月
か
ら
　
歳
到
達

６５

の
前
月
ま
で
の
月
数
×
０
．
５
％

▽
繰
下
げ
受
給
時
の
増
額
率

　
　
歳
到
達
月
か
ら
繰
下
げ
申
請

６５
月
の
前
月
ま
で
の
月
数
×
０
．
７
％

陰
繰
上
げ
受
給
し
た
と
き
の
減
額

率
は
、
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
、
寡
婦

年
金
も
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

隠
繰
下
げ
請
求
で
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
振
替
加
算
額
は
増
額
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
緯
０
５
７
０
～
０
５
～

１
１
６
５
）
ま
た
は
、
砂
川
社

会
保
険
事
務
所
（
緯
５
２
～
２

１
４
４
）
へ
。

■
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
主
な
内
容

陰
年
金
の
加
入
期
間
と
履
歴

隠
こ
れ
ま
で
に
納
め
た
年
金
保
険

料
の
額

韻
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付

状
況

吋
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
の
受

給
見
込
額

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
記
録
に
も
れ
・
・
や
誤
り

が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
封
の
回
答

票
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
定
期

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
０
５
７

０
～
０
５
８
～
５
５
５
）
へ
。

　
こ
こ
数
年
、
屋
外
灯
油
タ
ン
ク

か
ら
の
灯
油
流
出
事
故
を
は
じ
め
、

全
国
的
に
危
険
物
に
関
す
る
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
家
の
周
り
な
ど
で
灯
油
の
臭
い

が
し
た
り
、
灯
油
の
配
達
量
が
い

つ
も
よ
り
多
い
な
ど
、
少
し
で
も

「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
業
者
に

点
検
を
依
頼
し
、
早
期
の
異
常
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
流
出
事
故
を
防
ぐ
に
は

①
灯
油
タ
ン
ク
な
ど
の
さ
び
・
・
を
落

と
し
、
さ
び
止
め
塗
装
を
し
ま

し
ょ
う
。

②
ふ
だ
ん
か
ら
灯
油
配
達
時
に
は

帳
簿
を
つ
け
、
入
れ
て
も
ら
っ

た
量
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
的
に
灯
油
タ
ン
ク
や
配
管

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

減額率満年齢

４２％減６０歳

３５％減６１歳

２８％減６２歳

２０％減６３歳

１１％減６４歳

増額率満年齢

１２％増６６歳

２６％増６７歳

４３％増６８歳

６４％増６９歳

８８％増７０歳

繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求

老
齢
基
礎
年
金
の

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
本
来
　
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、
希
望
に
よ

６５

っ
て
　
歳
よ
り
早
く
繰
上
げ
て
、
ま
た
は
、　

歳
よ
り
遅
く
繰
下
げ
て

６５

６６

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
基
本
額
お
よ
び
付
加
年
金
の
額
に
、
受
給
開
始
年
齢
に

よ
る
率
を
掛
け
た
額
が
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
増
減
の
率
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

〈
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

誕
生
月
に

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

 

が
届
き
ま
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
平
成
　
年
４

２１

月
か
ら
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
現
役
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
の

誕
生
月
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間

６
月
７
日
か
ら
６
月
　
日
ま
で

１３

 

～
安
全
は
 意
識
と
知
識
と
 心
掛
け
～

　
現
代
社
会
に
お
い
て
、
石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
私
た
ち

の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
物
安
全
週
間
は
、
こ
れ
ら
危
険
物
の
安
全
確
保
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
ま
た
、
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
事
業
所
や
家
庭
に
お

け
る
安
全
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

あ
な
た
の
家
の

 
灯
油
タ
ン
ク
は
大
丈
夫
？

　
危
険
物
の
安
全
確
保
や
火
災
予

防
な
ど
、
無
事
故
・
無
火
災
の
ま

ち
を
目
指
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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